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会長宇根育伸

住所小平市美園町2－2－9

電話O42－341－O404
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※小平駅北口地区再開発協議会の設立により、

街づくり協議会は解散となりました。

今まで､たくさんのご意見や勉強会へのご参加をいただき、

誠にありがとうございました。

今後も､北口地区のまちづくりへのご理解~ご協力を

よろしくお願いいたします。
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去る、2月16日（土)、小平駅北口街づくり協議会は、小平駅北口地区再

開発協議会へと生まれ変わりました。

北口地区のより良いまちづくりに向けて、「再開発事業の実現の可能'性」を

検討していきます。

に、

役員のあいさつ
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日時：平成25年2月16日（土）
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1曾跨イ0分～“時30銭一
対象範囲：小平駅北口地区駅周辺

約2ヘクタール（裏面参照）

対象=者菖上記鍾象範囲の権利者等

主な内容：「規約の制定」r役員の選任」等
参加人数：23人
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総会のようす

(新)役員体制

会長 （ 宇 根育伸）

副会長（村野建彦）（関谷勉）

（富麻照雄）（野崎陽一）

（高木光義）

会計 （ 内 堀責）（柴田麻由美）

書記（竹之内千恵子）

広報（金子末夫）（浅見康雄）

監事 （ 伊 藤 裕壷）（昆総平）
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「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
一
提
案
書
ど
の
今
後
に
向
け
て

地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政
等
の
役
割
を
明
確
に

小
平
市
で
は
、
、
小
平
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
、
・
プ
ラ
ン
〈
平
成
十
九
年
二
月
〉
‐
を
補
完
‐
）
、
具
体
的
な
整
備
を
準
め
て
い
く
た

め
の
構
想
言
の
基
本
と
な
る
『
小
川
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ヨ
ン
（
提
案
琶
信
を
、
地
域
住
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

や
ア
イ
デ
ア
等
を
基
に
整
理
し
て
き
ま
し
た
。
全
や
穴
の
開
催
を
予
定
し
て
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
シ
プ
〈
Ｗ
Ｓ
〉
も
、
合
羽
が
最
終
罰
》

と
な
り
ま
し
た
。

最
終
回
の
ｗ
ｓ
ほ
、
前
瓦
Ｗ
Ｓ
ま
ぐ
に
出
さ
れ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
等
を
整
理
、
）
た
一
．
ま
ち
づ
く
り
ぽ
ジ
罰
ン
提
案
苔
た
た

き
台
）
｜
の
確
認
と
、
今
後
に
向
け
た
地
域
住
民
亭
業
者
、
行
政
等
の
役
割
分
担
鵬
や
い
て
検
討
を
行
い
よ
し
た
。

今
回
検
討
し
た
結
果
は
「
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
（
提
案
害
た
た
き
台
）
岨
と
Ｔ
そ
整
響
）
、
懇
談
会
で
の
協
議
を
経
て
、
行
政

不
平
市
）
へ
提
案
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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：w階さんが感じる｢まちの課題』さがし二｝
ざ雛卑I:1，

;:患'とくに重要な｢まちの課題｣えらび

や｡.,舟課題解決の｢理想的な姿と改善方策｣の検討①

綴課題解決の｢理想的な姿と改善方策｣の検討②

鞠議釧ビ迩緩鍛識の確認と窪,,細
提案害ただき台の確認と､地域住民､事業巻行政のl役割について検討しました。

まちづくりWSの開催風景

［懇談会で協議］

「小平市へ提案

これまでのワークショッブの検討経緯

提案書たたき台が
まとまる！…
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口睡

｢まちづくりビジョン(提案書たたき台)を確認しています。
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■
第
５
回
Ｗ
Ｓ
の
結
果

☆
①
グ
ル
ー
プ

地
域
や
公
差
お
や
け
）
の
た
め
、

ま
た
福
祉
の
た
め
に
地
域
住
民

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て
、
ま
た

は
行
政
（
小
平
市
や
東
京
都
）
と
連

携
し
な
が
ら
、
各
種
の
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
必
要
性
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

☆
②
グ
ル
ー
プ

施
策
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
で

直
接
、
利
害
を
受
け
る
人
や
地
域

の
代
表
者
等
に
、
構
想
や
計
画
の

策
定
段
階
か
ら
参
加
し
て
も
《
こ
つ
Ｃ

く
み
」
の
必
要
性
に
つ
い
て
話
さ
、
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地域住民等の役割に関する意見交換を行っています。
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、
劃

れ
ま
し
た
。

特
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備

に
関
し
て
は
、
そ
の
必
要
性
が
強

く
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

☆
③
グ
ル
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様
套
な
取
組
み
を
地
域
住
民
、

事
業
者
等
が
主
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、

地
域
が
ま
と
ま
る
「
き
っ
か
け
」

と
し
て
の
場
や
礎
雪
の
設
定
を
、

行
政
に
支
援
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
計
画
づ
く
り
等
に
参
加
し
、

出
し
た
意
見
に
対
す
る
見
通
し
（
結

果
）
が
明
ら
か
に
な
る
仕
組
み
を
整

え
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
話
さ
れ

ま
し
た
。

☆
④
グ
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プ

行
政
と
地
域
住
民
、
事
業
者
等

と
で
は
、
で
き
る
こ
と
が
異
な
る

た
め
、
行
政
は
主
に
〈
－
ド
整
備

を
進
め
、
一
方
、
地
域
住
民
、
事

業
者
等
は
主
に
に
ぎ
わ
い
の
創
出

や
美
化
活
動
等
の
ソ
フ
ト
施
策
を

進
め
な
が
ら
、
両
者
が
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の
必
要
性

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
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■
意
見
・
感
想
を
募
集
し
ま
し
た

第
５
回
Ｗ
Ｓ
で
確
認
さ
れ
た
「
提

案
害
た
た
き
台
」
は
、
３
月
上
旬

に
地
区
内
に
配
布
し
、
ご
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご

意
見
等
を
、
３
月
下
旬
開
催
予
定

の
ま
ち
今
つ
く
り
懇
謹
定
諮
り
、
「
ま

ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
〈
提
案
書
）
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
小
平
市
へ

提
案
さ
れ
ま
す
。

■
今
後
に
つ
い
て

来
年
度
、
小
平
市
は
、
提
案
書
を

基
に
、
庁
内
で
検
討
調
整
し
、
不

川
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
全
つ
く
り
ビ

ジ
ョ
と
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。
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